
○概　評

①3「事業所の設備について、バリアフリー化の配慮が適切になされている」については、現在当事業所で

身体障害児の受け入れをしていないため必要性を感じないが、必要に応じて手すりの設置等を検討していく。

7「第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている」については、現在外部評価は行っ

ていないが、今後実施の必要性を検討していく。

10「子どもの適応行動の状況を把握するために、標準化されたアセスメントツールを使用している」につい

ては、現在学校や外部機関で実施した発達検査の結果を参考にしている。

26「放課後等児童クラブや児童館との交流や、障がいのない子どもと活動する機会がある」については、

障害をオープンにしていない家庭もあり保護者のニーズも低いため、イベント実施は慎重に検討していく。

37「事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事業運営を図っている」については、現状の体制

では地域住民を招待するようなイベントを実施することが難しいが、兄弟や家族が参加できる行事は行って

いる。

②特になし

③今年度は出前授業や田植え体験等の地域イベントへの参加を実施することができ、保護者会も２回実施

できたが、地域住民を招待するイベント実施はハードルが高い。

　　　障害福祉サービス共通評価基準　概評　〔各シート共通〕　

　①非該当とした項目（放課後等デイサービス、児童発達支援については「いいえ」とした項目）の説明、②独
自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入してください。
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○サービスの質の向上に向けて取り組む課題
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終了
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　前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する項目
取り組みの期間

（○年○月から○年○月まで）
内容および進捗状況

3
身体障害児の受け入れをしていないため必要性
は感じないが、必要に応じて迅速に対応する

令和5年4月から継続

7
引き続き外部評価の必要性を検討していくが、そ
れまでの間は社内コンプライアンス委員会での
チェック体制を継続していく。

令和4年1月から継続

24
現在対象者はいないが、必要があれば実施する
体制は整っている。

令和4年1月から令和5年3月まで

25
ケース会議で連携はとっている。助言や研修の
機会がまだないが、研修があるならば参加する
体制は整っている。

令和5年4月から令和6年3月まで

26
保護者ニーズが低いことや、障害をオープンにし
ていない家庭への配慮から、放課後児童クラブと
の交流は慎重に検討している。

令和4年1月から継続

37
地域住民を招待するイベントを実施できる体制が
まだ整っていないが、兄弟や家族が参加できるイ
ベントは定期的に行っている。

令和4年1月から継続
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